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北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　４月　４日　（水）
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・４月８日（日）の青森県会議員選挙について、４月５日（木）～７日（土）の３日間、期日前投票を行なう会場まで、送迎バス(６便)を用意します。八戸市在住の有権者の職員は必ず選挙権を行使して下さい。
４月５日（木）　①12：30病院出発　　　　戻り予定13：15

②15：00本部前出発　　　戻り予定15：45

　　　６日（金）　同上

　　　７日（土）　同上

※今回の支援対象者は八戸市民

※通常通り休憩に入り、早めに昼食を摂り終えて、昼食後、法人マイクロバスにて不在者投票にむかいます。

※タイムカードの取り扱いは、未打刻にて打刻扱いとなります。マイクロバスに乗車する際に名簿にて係りの者が確認し、未打刻処理は総務チームで行ないます。

※投票券を忘れずに用意して下さい。

　※棄権する方は白票を投じて下さい。
・Ａ４上質紙５００枚納品あり、スタッフオフィス内パソコン側の棚に保管してありますので、コスト意識を持って使用して下さい。（以前はＡ４上質紙の発注は５０枚単位でしたが、オーダリングシステム導入の為、現在は５００枚単位での発注となっています。）

＜患者様連絡事項＞

・加賀谷　芙美子様～４月１２日（木）、ご家族付き添いにて、八戸赤十字病院眼科受診を兼ねたランチ外出を希望されており、主治医へ確認する事としています。

　　　　　　　　　　デキスター購入についてご家族は、病院側での注文を希望されています。代金は現金書留で送って頂くとのことです。購入について再度検討し、御家族へ連絡することとしています。

・小坂　君子様～前回診察時、「クリスタルの小物が欲しい。」と外出を希望されてい

ましたが、主治医よりご家族へ確認してから購入する様にと説明を

受けており、本日お兄様の面会時、その旨を説明しています。お兄

様は購入する事はかまわないと話されていますが、本人、「今は良い

品物が売っていないので買いません。今買っている人がかわいそ

う。」と、近日購入する予定はないとの事です。購入する日を改め、

その際は外出方法等、ご家族の方に再度連絡する事としています。
＜転入患者様ケア検討＞

・佐藤　節子様（４８歳）～４月３日（火）西病棟Ｂユニットより３０８号室へ転棟

病名：人格障害　　主治医：院長　　担当医：田名部Dr.

受け持ち担当スタッフ：市島Ｎｓ・熊野ＣＷ

リハプロ：Ｂグループ　　ＳＳＴ：Ｃグループ

ナイトプログラム：社会復帰グループ（サボテン）

買い物：スタッフ付き添い（水曜日）

お小遣い：１万５千円　

平成１４年９月２６日、当院２回目の措置入院（泥酔状態で警察に保護された内の夫の釈放を求め、八戸警察署内で包丁を振り回し逮捕）となっています。入院後は病状の不安定さが続き、自傷他害行為見られ、東病棟と西病棟の移動を繰り返しています。大量服薬・リストカット等の自殺企図あった方であり、入院加療にて症状沈静化されてきてはいるがイライラ感・不安感を言語化出来ず、溜め込んでしまう事あり、警報機を鳴らす等、衝動的になる事があります。

西病棟では生活に不安があったものの、徐々に対応出来ています。時折イライラや気分の落ち込みの訴えあるも、衝動的な行動はなく、プログラムを休む等、自己コントロール出来ています。また、週２回のカウンセリングを行なってきた事により、気持ちを自ら話せるようになってきています。現在服薬自己管理３日分問題無く実施出来ています。

　　　　　　　　　　　　北病棟移棟後は不安感の表出はなく、他者とのコミュニケーションもとれています。昨日深夜帯にて中途覚醒あるも、対応穏やかであり、すぐ再入床する事出来ています。今後は単身生活を予定している為、徐々に単身生活へ向けて地域サポートの構築、イライラ感・落ち込み等病状や気分のゆれがあった際の自己対処スキルを高められるようなケアプランを検討することとします。

　
＜川端Dr.診察報告＞

・小坂　君子様～「エコーで他病棟の患者が親もいないで兄弟もいないでかわいそうだ。何とかしてあげたいと聞こえてくる。」と幻聴に左右された発言、また、「目の前で人がパッと消えてなくなる。」との発言もあり、主治医よりそれは現実ではなく、関連しないで考えるようにとの説明されており、本人了解示されています。睡眠状況をはじめとする

　　　　　　　　生活リズムの変化について観察・確認し、自身の症状について認識

　　　　　　　　を深める事が出来るよう関わっていきましょう。

・浅野　秀子様～「飲食時に砂を噛むようなジャリジャリ感があり、美味しくない。体がだるい、頻尿、足が痛い。」等、身体症状の訴えがありました。１週間体をゆっくり休めて、様子観察するようにと主治医より説明がありましたが、やや了解の悪さがみられています。身体症状の訴えが多くなってきており、症状の変化が認められています。生活リズムの変化や服薬自己管理等における注意力・集中力の変化について観察・確認し、自己対処について認識出来るよう関わっていきましょう。

・稲垣　恵利子様～「左足の筋が張る。私が悪い事したからこうなるのでしょうか。」と話されており、抗てんかん剤リボトリール（0.5）２Ｔ　１×夕　１週間分臨時薬として処方となっています。生活リズムの変化や注意力・集中力の変化、所在について観察・確認し、現在の状態について認識できるよう関わっていきましょう。


































